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さや管ヤリトリ継手を使用時 注意点さや管ヤリトリ継手を使用時 注意点さや管ヤリトリ継手を使用時 注意点さや管ヤリトリ継手を使用時 注意点    

    

１．ハンドホール間（１．ハンドホール間（１．ハンドホール間（１．ハンドホール間（1111 路線）で路線）で路線）で路線）で 1111 箇所 使用です。箇所 使用です。箇所 使用です。箇所 使用です。2222 箇所以上また 補修 使用 不可です。箇所以上また 補修 使用 不可です。箇所以上また 補修 使用 不可です。箇所以上また 補修 使用 不可です。    

２．ハンドホール間（２．ハンドホール間（２．ハンドホール間（２．ハンドホール間（1111 路線） 起点側また 終点側 どちらか片方 端末用さや管【路線） 起点側また 終点側 どちらか片方 端末用さや管【路線） 起点側また 終点側 どちらか片方 端末用さや管【路線） 起点側また 終点側 どちらか片方 端末用さや管【1100110011001100 ㎜】 、㎜】 、㎜】 、㎜】 、    

必ず奥まで差し込んで下さい。必ず奥まで差し込んで下さい。必ず奥まで差し込んで下さい。必ず奥まで差し込んで下さい。    

３．施工後 出来形管理（さや管 伸縮長を考慮したさや管端位置） 、 やかに工事発注者３．施工後 出来形管理（さや管 伸縮長を考慮したさや管端位置） 、 やかに工事発注者３．施工後 出来形管理（さや管 伸縮長を考慮したさや管端位置） 、 やかに工事発注者３．施工後 出来形管理（さや管 伸縮長を考慮したさや管端位置） 、 やかに工事発注者（担当者）と（担当者）と（担当者）と（担当者）と    

ご確認下さい。【『出来形管理 確認ご確認下さい。【『出来形管理 確認ご確認下さい。【『出来形管理 確認ご確認下さい。【『出来形管理 確認』参照】』参照】』参照】』参照】    

４．４．４．４．さや管ヤリトリ継手 切断使用 厳禁です。また、調整管 長さ寸法 厳守でお願いします。さや管ヤリトリ継手 切断使用 厳禁です。また、調整管 長さ寸法 厳守でお願いします。さや管ヤリトリ継手 切断使用 厳禁です。また、調整管 長さ寸法 厳守でお願いします。さや管ヤリトリ継手 切断使用 厳禁です。また、調整管 長さ寸法 厳守でお願いします。    
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1111....接合工具 準備接合工具 準備接合工具 準備接合工具 準備    

 管 切断、接続など 作業に用いる工具を下記に示します。 

 あくまでも標準的な工具です で現場 状況に合致した工具を選択してください。 

 

 1.接合工具  ・ワイヤー式荷締機 又  チェーン式レバーブロック (0.5～1.0ｔ)  2222 セットセットセットセット    

                                又  挿入機  

          ・ワイヤーロープ 又  スリング（帯） 

・ベルトレンチ 

          ・専用潤滑剤（V ソープ）、刷毛 

          ・専用接着剤（カラータフダインブルー又 タフダイン青）、刷毛 

2.切断工具  ・ディスクグラインダ 

         ・電動丸 こ 、ジグソーなど 

3.面取り工具 ・面取り機 

        ・ディスクグラインダ 

         ・ヤスリ など 

4.一般工具  ・スケール 

         ・油性ペン 又  油性マジック 

         ・ウエス 

         ・帯テープ → 切管時も標線記入用 

         ・管台（角材）→ 切断時 破損防止 

   ※参考写真

 ベルトレンチ  
挿入機（参考） 
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2222....準備として・・・ヤリトリ配管寸法 事前確認準備として・・・ヤリトリ配管寸法 事前確認準備として・・・ヤリトリ配管寸法 事前確認準備として・・・ヤリトリ配管寸法 事前確認    

1111））））ボディ管受口間ボディ管受口間ボディ管受口間ボディ管受口間 基準基準基準基準寸法寸法寸法寸法     最小最小最小最小 2750275027502750 ㎜㎜㎜㎜    ～～～～    最大最大最大最大 5000500050005000 ㎜㎜㎜㎜    に合わせますに合わせますに合わせますに合わせます。。。。    

        ※事前に基準寸法に合わせるため、※事前に基準寸法に合わせるため、※事前に基準寸法に合わせるため、※事前に基準寸法に合わせるため、調整配管調整配管調整配管調整配管が必要となります。が必要となります。が必要となります。が必要となります。    

2222））））さや管 飛出しさや管 飛出しさや管 飛出しさや管 飛出し長さ長さ長さ長さ     150150150150 ㎜㎜㎜㎜    としますとしますとしますとします。。。。    

    ※事前に飛出し長さ※事前に飛出し長さ※事前に飛出し長さ※事前に飛出し長さをををを計算して調整してください。計算して調整してください。計算して調整してください。計算して調整してください。        

        ※さや管 飛出し長さ※さや管 飛出し長さ※さや管 飛出し長さ※さや管 飛出し長さがががが 150150150150 ㎜以上㎜以上㎜以上㎜以上 場合場合場合場合 、切断加工し、切断加工し、切断加工し、切断加工し差口差口差口差口にて調整してくださいにて調整してくださいにて調整してくださいにて調整してください。。。。    

        ※基準寸法内 さや管 、※基準寸法内 さや管 、※基準寸法内 さや管 、※基準寸法内 さや管 、受口受口受口受口    ----    受口受口受口受口    またまたまたまた     差口差口差口差口    ––––    受口受口受口受口    とすとすとすとする。（×る。（×る。（×る。（×差口差口差口差口    ––––    差口差口差口差口））））    

●さや管 調整配管●さや管 調整配管●さや管 調整配管●さや管 調整配管イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        ●両方差口 場合 、さや管ソケットを使用し受口部をつくる●両方差口 場合 、さや管ソケットを使用し受口部をつくる●両方差口 場合 、さや管ソケットを使用し受口部をつくる●両方差口 場合 、さや管ソケットを使用し受口部をつくる    

    

    

    

    

    

150ボディ管

差口さや管

ボディ管

受口

さや管ソケット

(既製品)

 

注意 さや管ヤリトリ継手が受口-差口 為 

ボディ管

さや管

150
ボディ管（調整）

さや管（調整）

受口

ボディ管

さや管

150
ボディ管（調整）

さや管（調整）

ボディ管

さや管
差口

 

さや管さや管さや管さや管    受口受口受口受口 場合場合場合場合    

さや管さや管さや管さや管    差口差口差口差口 場合場合場合場合    

切断切断切断切断    ↓↓↓↓    
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3333....ヤリトリ配管寸法 測定ヤリトリ配管寸法 測定ヤリトリ配管寸法 測定ヤリトリ配管寸法 測定    

1111）ボディ管受口間 測定値）ボディ管受口間 測定値）ボディ管受口間 測定値）ボディ管受口間 測定値が、が、が、が、    最小最小最小最小 2750275027502750 ㎜㎜㎜㎜    ～～～～    最大最大最大最大 5000500050005000 ㎜㎜㎜㎜    内内内内であるか確認をする。であるか確認をする。であるか確認をする。であるか確認をする。    

例）ボディ管受口間測定値が、例）ボディ管受口間測定値が、例）ボディ管受口間測定値が、例）ボディ管受口間測定値が、    2750275027502750 ㎜㎜㎜㎜    場合場合場合場合    

①①①①さや管さや管さや管さや管    配管状況配管状況配管状況配管状況        受受受受口口口口    ––––    受口受口受口受口    

②②②②さや管さや管さや管さや管    配管状況配管状況配管状況配管状況        差口差口差口差口    ––––    受口受口受口受口    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意注意注意注意     さや管飛出し量をさや管飛出し量をさや管飛出し量をさや管飛出し量を 150150150150 ㎜にする。㎜にする。㎜にする。㎜にする。    

飛出し量が長すぎるとボディ管がさや管に当たりヤリトリ配管が困難となる。飛出し量が長すぎるとボディ管がさや管に当たりヤリトリ配管が困難となる。飛出し量が長すぎるとボディ管がさや管に当たりヤリトリ配管が困難となる。飛出し量が長すぎるとボディ管がさや管に当たりヤリトリ配管が困難となる。    

150150

2450

2750

ボディ管ボディ管

さや管
さや管

受口※

　※系統番号を記入する

受口※

150150

2450

2750

ボディ管ボディ管

さや管
さや管

　※系統番号を記入する

差口※ 受口※

①さや管 配管状況　受口　-　受口　

②さや管 配管状況　差口　-　受口　
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4444....ボディ管・さや管 調整管ボディ管・さや管 調整管ボディ管・さや管 調整管ボディ管・さや管 調整管をををを作製作製作製作製    【測定結果【測定結果【測定結果【測定結果    2750275027502750 ㎜㎜㎜㎜ 場合】場合】場合】場合】 

1111）ボディ管 調整管）ボディ管 調整管）ボディ管 調整管）ボディ管 調整管        

・・・・φφφφ252525250000 場合、場合、場合、場合、    ((((        ))))内内内内 φφφφ202020200000 寸法寸法寸法寸法    

 

 

 

 

 

 

 

 

2222）さや管）さや管）さや管）さや管 調整管調整管調整管調整管        

・・・・さや管さや管さや管さや管φφφφ50505050    φφφφ30303030    条数分作製条数分作製条数分作製条数分作製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算出例）算出例）算出例）算出例）    2750275027502750 ㎜㎜㎜㎜    ––––    160160160160 ㎜㎜㎜㎜    ＝＝＝＝    2590259025902590 ㎜㎜㎜㎜    

                            2590259025902590 ㎜㎜㎜㎜    ÷÷÷÷    2222    ＝＝＝＝1295129512951295 ㎜㎜㎜㎜    

・ボディ管調整管 両端 、必ず外面取りを行い標線を記入してください。・ボディ管調整管 両端 、必ず外面取りを行い標線を記入してください。・ボディ管調整管 両端 、必ず外面取りを行い標線を記入してください。・ボディ管調整管 両端 、必ず外面取りを行い標線を記入してください。    

・スライド管及びボディ管に たっぷり滑剤を塗布し配管してください。・スライド管及びボディ管に たっぷり滑剤を塗布し配管してください。・スライド管及びボディ管に たっぷり滑剤を塗布し配管してください。・スライド管及びボディ管に たっぷり滑剤を塗布し配管してください。    

算出例）算出例）算出例）算出例）2450245024502450 ㎜㎜㎜㎜    ––––    190190190190 ㎜㎜㎜㎜    ＝＝＝＝2260226022602260 ㎜㎜㎜㎜    （※条数分作製）（※条数分作製）（※条数分作製）（※条数分作製）    

                                

② さや管 配管状況 差口 - 受口 場合 

① さや管 配管状況 受口 - 受口 場合 

・・・・さや管調整管 、さや管調整管 、さや管調整管 、さや管調整管 、φφφφ30303030・・・・φφφφ50505050 ともに寸法測定結果ともに寸法測定結果ともに寸法測定結果ともに寸法測定結果    ----190190190190 ㎜にて作製する。㎜にて作製する。㎜にて作製する。㎜にて作製する。    

・さや管調整管 差口部 、必ず内面取りを行ってください。・さや管調整管 差口部 、必ず内面取りを行ってください。・さや管調整管 差口部 、必ず内面取りを行ってください。・さや管調整管 差口部 、必ず内面取りを行ってください。    

・さや管調整管作製後 、さや管ヤリトリ継手にそ まま挿入する。・さや管調整管作製後 、さや管ヤリトリ継手にそ まま挿入する。・さや管調整管作製後 、さや管ヤリトリ継手にそ まま挿入する。・さや管調整管作製後 、さや管ヤリトリ継手にそ まま挿入する。    

1295(1255)

{測定結果 - 160(240)}÷2

1295(1255)

スライド管

ボディ管調整管ボディ管調整管
 

2260

寸法測定結果－190

1610

1500 110

さや管やりとり継手さや管調整管
さや管調整管　両差口にて作製  

2260

寸法測定結果－190

1610

1500 110

さや管やりとり継手さや管調整管
さや管調整管　受口付にて作製  
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5555....さや管ヤリトリ継手 接続さや管ヤリトリ継手 接続さや管ヤリトリ継手 接続さや管ヤリトリ継手 接続    【測定結果【測定結果【測定結果【測定結果    2750275027502750 ㎜㎜㎜㎜ 場合場合場合場合    さや管配管状況さや管配管状況さや管配管状況さや管配管状況    受口受口受口受口    ----    受口】受口】受口】受口】 

1111））））さや管ヤリトリ継手 差口部より接続さや管ヤリトリ継手 差口部より接続さや管ヤリトリ継手 差口部より接続さや管ヤリトリ継手 差口部より接続            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボディ管ボディ管

さや管
さや管

系統番号を記入する 系統番号を記入する

さや管やりとり継手さや管調整管

 

 

※さや管 同じ系統番号同士を接続するよう注意する※さや管 同じ系統番号同士を接続するよう注意する※さや管 同じ系統番号同士を接続するよう注意する※さや管 同じ系統番号同士を接続するよう注意する    

 

さや管ヤリトリ継手さや管ヤリトリ継手さや管ヤリトリ継手さや管ヤリトリ継手    接続接続接続接続    
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6666....ボディ管 配管ボディ管 配管ボディ管 配管ボディ管 配管    【測定結果【測定結果【測定結果【測定結果    2750275027502750 ㎜ 場合】㎜ 場合】㎜ 場合】㎜ 場合】 

    1111）ボディ管 配管 、さや管を上部に上げながら配管する。）ボディ管 配管 、さや管を上部に上げながら配管する。）ボディ管 配管 、さや管を上部に上げながら配管する。）ボディ管 配管 、さや管を上部に上げながら配管する。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※掘削 長さが短いと配管が出来ない為、事前に確認をお願いします※掘削 長さが短いと配管が出来ない為、事前に確認をお願いします※掘削 長さが短いと配管が出来ない為、事前に確認をお願いします※掘削 長さが短いと配管が出来ない為、事前に確認をお願いします    

 

さや管やりとり継手

測定結果 - 160(240)

2590(2510)

スライド管

ボディ管調整管ボディ管調整管

 

 

注意注意注意注意        ボディ管配管後、挿入機 取付けたままにしておくボディ管配管後、挿入機 取付けたままにしておくボディ管配管後、挿入機 取付けたままにしておくボディ管配管後、挿入機 取付けたままにしておく    （抜け防止 ため）（抜け防止 ため）（抜け防止 ため）（抜け防止 ため）    
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7777....さや管 接続さや管 接続さや管 接続さや管 接続    →→→→    ボディ管 配管ボディ管 配管ボディ管 配管ボディ管 配管    →→→→    配管完了配管完了配管完了配管完了 

1111）さや管 接続）さや管 接続）さや管 接続）さや管 接続            

 

 

 

 

 

 

 

2222）ボディ管 配管）ボディ管 配管）ボディ管 配管）ボディ管 配管            

 

 

 

 

 

 

 

 3333）配管完了）配管完了）配管完了）配管完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボディ管ボディ管

さや管
さや管さや管やりとり継手

スライド管

 

ボディ管ボディ管

さや管
さや管さや管やりとり継手

スライド管

 

 

※さや管を系統番号同士で接続する※さや管を系統番号同士で接続する※さや管を系統番号同士で接続する※さや管を系統番号同士で接続する    

注意注意注意注意    

抜け防止 ため抜け防止 ため抜け防止 ため抜け防止 ため    

挿入機 ボディ管に挿入機 ボディ管に挿入機 ボディ管に挿入機 ボディ管に    

取付けた状態にしておく取付けた状態にしておく取付けた状態にしておく取付けた状態にしておく    

 

ボディ管ボディ管

さや管
さや管さや管やりとり継手

スライド管

 

 

※挿入機※挿入機※挿入機※挿入機 2222 箇所分必要となります箇所分必要となります箇所分必要となります箇所分必要となります    
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8888....さや管ヤリトリ継手さや管ヤリトリ継手さや管ヤリトリ継手さや管ヤリトリ継手    ・・・・    ボディ管調整管ボディ管調整管ボディ管調整管ボディ管調整管    ・・・・    さや管調整管さや管調整管さや管調整管さや管調整管    寸法寸法寸法寸法根拠根拠根拠根拠 

●さや管ヤリトリ継手●さや管ヤリトリ継手●さや管ヤリトリ継手●さや管ヤリトリ継手    寸法根拠寸法根拠寸法根拠寸法根拠            

 

 

 

 

 

 ●ボディ管調整管 寸法根拠●ボディ管調整管 寸法根拠●ボディ管調整管 寸法根拠●ボディ管調整管 寸法根拠            

     φφφφ200200200200    ：：：：    調整管控除長さ調整管控除長さ調整管控除長さ調整管控除長さ    （スライド管有効長）（スライド管有効長）（スライド管有効長）（スライド管有効長）    ----    挿入しろ挿入しろ挿入しろ挿入しろ    ××××    2222    

                                            （（（（1010101000000000    ––––    190190190190    ××××    2222））））    ----    190190190190    ××××    2222    

                                    ＝＝＝＝    620620620620    ––––    380380380380    ＝＝＝＝    240240240240 ㎜㎜㎜㎜    

                 φφφφ250250250250    ：：：：    調整管控除長さ調整管控除長さ調整管控除長さ調整管控除長さ    （スライド管有効長）（スライド管有効長）（スライド管有効長）（スライド管有効長）    ----    挿入しろ挿入しろ挿入しろ挿入しろ    ××××    2222    

                                            （（（（1000100010001000    ––––    210210210210    ××××    2222））））    ----    210210210210    ××××    2222    

         ＝＝＝＝    580580580580    ––––    420420420420    ＝＝＝＝    160160160160 ㎜㎜㎜㎜    

  ●さや管調整管 寸法根拠●さや管調整管 寸法根拠●さや管調整管 寸法根拠●さや管調整管 寸法根拠        【【【【φφφφ30303030    ・・・・    φφφφ50505050    共】共】共】共】    

     さや管調整管控除長ささや管調整管控除長ささや管調整管控除長ささや管調整管控除長さ    ：：：：    ヤリトリ継手全長ヤリトリ継手全長ヤリトリ継手全長ヤリトリ継手全長    ––––    伸縮しろ伸縮しろ伸縮しろ伸縮しろ    ----    挿入しろ挿入しろ挿入しろ挿入しろ    ××××    2222    

                                                                                            1610161016101610    ––––    1201201201200000    ––––    110110110110    ××××    2222    ＝＝＝＝    191919190000 ㎜㎜㎜㎜        

 ●そ 他●そ 他●そ 他●そ 他        さや管スペーサー 紹介さや管スペーサー 紹介さや管スペーサー 紹介さや管スペーサー 紹介            

 

 

 

 

 

 

 

 

さや管伸縮（引抜き必要さや管伸縮（引抜き必要さや管伸縮（引抜き必要さや管伸縮（引抜き必要量） 考え方量） 考え方量） 考え方量） 考え方    

※※※※移動移動移動移動 300300300300    ++++    熱伸縮熱伸縮熱伸縮熱伸縮150150150150    ++++    地盤変位地盤変位地盤変位地盤変位210210210210    ++++    施工上必要な長さ施工上必要な長さ施工上必要な長さ施工上必要な長さ 300300300300    ++++    施工誤差施工誤差施工誤差施工誤差 60606060        

＝＝＝＝    1020102010201020 ㎜㎜㎜㎜    ＜＜＜＜    1200120012001200 ㎜㎜㎜㎜    挿入しろ挿入しろ挿入しろ挿入しろ        

 

さや管スペーサーを使用するとさや管スペーサーを使用するとさや管スペーサーを使用するとさや管スペーサーを使用すると    さや管 配列状態が保さや管 配列状態が保さや管 配列状態が保さや管 配列状態が保たれるため施工性が良いたれるため施工性が良いたれるため施工性が良いたれるため施工性が良い    

さや管スペーサー使用さや管スペーサー使用さや管スペーサー使用さや管スペーサー使用    

※1200挿入しろ

1610(やりとり継手)

2260(さや管調整管)
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9999....出来形管理 確認出来形管理 確認出来形管理 確認出来形管理 確認    

    

 


